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イ. 第 4声が含まれている単語（特に頭文字が第 4声）→頭高型で発音しやすい 
ロ. 第 4声は含まれていないが、第 2声が含まれている単語→頭高型発音しやすい 














表 1 予備調査用単語 










































































表 2 予備調査の参加者の発音状況 
 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10 
1. 推測 
（第 1声＋第 4声） 
平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 
2. 隔日 
（第 2声＋第 4声） 
平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 
3. 独裁 
（第 2声＋第 2声） 
中③ 平 平 中③ 中③ 中② 平 平 平 中② 
4. 水滴 
（第 3声＋第 1声） 
平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 
5. 確実 
（第 4声＋第 2声） 
平 平 中② 平 平 平 平 平 平 平 
6. 催促 
（第 1声＋第 4声） 
平 平 頭 平 平 平 平 平 頭 頭 
7. 体力 
（第 3声＋第 4声） 
平 頭 平 平 頭 平 平 頭 頭 頭 
8. 歳月 
（第 4声＋第 4声） 
平 平 中② 平 平 頭 平 頭 平 頭 
9. 快楽 
（第 4声＋第 4声） 
平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 
10. 内閣 
（第 4声＋第 2声） 
平 中② 平 平 頭 平 平 平 頭 頭 
11. 一目 
（第 1声＋第 4声） 
平 平 中② 平 中③ 中② 平 平 中② 平 
12. 学術 
（第 2声＋第 4声） 
平 平 中③ 中③ 平 平 平 平 平 中② 
13. 圧力 
（第 1声＋第 4声） 
平 中② 中③ 中③ 中③ 中② 平 平 中② 中② 
14. 室内 
（第 4声＋第 4声） 
中③ 中② 中② 中② 中③ 中② 中② 平 中② 中② 
15. 食欲 
（第 2声＋第 4声） 














































































































































































































































図 3 二字漢語「隔日」の発音状況 
「推測」と同じく、「隔日」では「平板型」で発音した学習者の数が圧倒的に多い。
































「第 3声＋第 1声」である。先行研究では、学習者が第 1声・第 3声で発音する漢字を
「平板型」で発音する傾向があると述べられており、予備調査でもそういう傾向が見ら
れたが、四声の影響との関連性があるかどうかはまだ疑わしい。 
 図 4は「水滴」の発音状況を示している。 
 
図 4 二字漢語「水滴」の発音状況 
図 4からみると、「水滴」を「平板型」で発音した学習者の数が圧倒的に多い。二年
生は 33人（84.62％）、三年生は 40人（93.02％）、四年生は 31人（96.88％）が平板型
で発音している。フォローアップインタビューによると、「水滴」も学習者があまり使
































とみられる。中国語の声調は「第 4声＋第 2声」である。先行研究では、学習者が第 4
声で発音する漢字を「頭高型」で発音する傾向があると述べられているが、予備調査は
そういう傾向が見られなかった。 
 図 5は「確実」の発音状況を示している。 
 



















みられる。二年生は 37人（94.87％）、三年生は 42人（97.67％）、四年生は 31人
（96.88％）が平板型で発音している。フォローアップインタビューによると、「確実」




 中国語の四声から見ると、「第 4声＋第 2声」の組み合わせは下がり目と上がり目が
著しくて、学習者が「頭高型」で発音することが想定されたが、平板型で発音する学習
者が多いとみられ、先行研究の推論とは一致していない。 














 図 6は「一目」の発音状況を示している。 
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 図 7は「学術」の発音状況を示している。 
 
 図 7 二字漢語「学術」の発音状況 
図 7の示すように、「学術」を「平板型」で発音した学習者の数がもっとも多い、二





































 図 8 二字漢語「食欲」の発音状況 
図 8の示すように、「食欲」を「平板型」で発音した学習者の数がもっとも多く、二











































































































































































 図 13 二字漢語「哲学」の発音状況 
図 13の示すように、「哲学」を「平板型」で発音した学習者の数がもっとも多い（二
























































































































































平板型 頭高型 中高型② 中高型③ 
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平板型 頭高型 中高型② 中高型③ 
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平板型 頭高型 中高型② 中高型③ 
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 図 19 二字漢語「催促」の発音状況 
図 19から、「頭高型」の「催促」を「平板型」で発音した学習者の数がかなり多かっ
た。二年生は 33人、三年生は 38人、四年生は 29人が平板型で発音している。フォロー
アップインタビューによると、「催促」は学習者があまり使わない単語である。中国語





































 図 20は「体力」の発音状況を示している。 
 




























































図 21 二字漢語「歳月」の発音状況 















ある。中国語の声調は「第 4声＋第 4声」である。先行研究は学習者が第 4声で発音す
る漢字を「頭高型」で発音する傾向があると述べているが、予備調査ではそういう傾向
は見られなかった。 
 図 22は「快楽」の発音状況を示している。 
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 図 23 二字漢語「背景」の発音状況 
図 23に示すように、「背景」を「平板型」で発音した学習者の数が多いが（二年生
27人（69.23％）、三年生 25人（58.14％）、四年生 18人（56.25％））、頭高型で発音
























































学習者（二年生 17人（43.59％）、三年生 15人（34.88％）、四年生 18人（56.25％））
も少なくない。それに対して、「中高型」を選んだ例は一例もない。 
















































 図 26 二字漢語「墜落」の発音状況 
図 26からみると、「墜落」を「平板型」で発音した学習者の数がもっとも多い。二年
生は 21人（53.85％）、三年生は 17人（39.53％）、四年生は 23人（71.88％）が平板型
で発音している。一方、「頭高型」で発音した学習者も多く、二年生 18 人（46.15％）、
三年生 24人（55.81％）、四年生 7人（21.87％）いる。 
フォローアップインタビューによると、「墜落」は学習者があまり使わない単語であ




























 図 27は「圧力」の発音状況を示している。 
 
 図 27 二字漢語「圧力」の発音状況 
図 27が示すように、「圧力」を「平板型」で発音した学習者の数がもっとも多く、二







































































 図 29は「内閣」の発音状況を示している。 
 
 図 29 二字漢語「内閣」の発音状況 
図 29の示すように、「内閣」を「平板型」で発音した学習者の数が多いが、二年生
22人（56.41％）、三年生 21人（48.84％）、四年生 14人（43.75％）、頭高型で発音し































































































図 31 二字漢語「独裁」の発音状況 
図 31のように、「独裁」を「平板型」で発音した学習者の数が多いとみられる。二年
生は 22人（56.41％）、三年生は 29人（67.44％）、四年生は 24人（75.00％）が平板型
で発音している。学習歴が長くなって、緩やかに平板型に進行している。フォローアッ
プインタビューによると、「独裁」も学習者があまり使わない単語である。中国語の声
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